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9月
定例会 令和３年度  決算を可決認定令和３年度  決算を可決認定

決
算
審
査
特
別

委
員
会
開
催

令
和
３
年
度
決
算

・
一
般
会
計
の
他
８
特
別
会
計

「
決
算
審
査
を
通
し
て
可
決
認

定
」

条
例
の
制
定
等

・
大
蔵
村
職
員
の
育
児
休
業
等

に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

「
国
の
法
改
正
に
伴
い
、
育
児

休
業
の
充
実
を
図
る
も
の
」

・
最
上
広
域
市
町
村
圏
事
務
組

合
規
約
の
一
部
変
更

 

「
市
町
村
圏
基
金
を
、
圏
域
の

振
興
整
備
に
充
て
る
こ
と
が

出
来
る
よ
う
に
す
る
も
の
」

・
大
蔵
村
過
疎
地
域
持
続
的
発

展
計
画
の
変
更

「
新
た
な
計
画
を
追
加
し
、
計

画
内
容
の
変
更
を
す
る
も
の
」

・
大
蔵
村
辺
地
に
係
る
総
合
整

備
計
画
の
変
更

「
新
た
に
整
備
す
る
施
設
を
追

加
す
る
も
の
」

・
ホ
イ
ー
ル
ロ
ー
ダ
の
購
入
契

約
に
つ
い
て

「
肘
折
工
区
配
置
機
種
の
更
新
。

半
導
体
不
足
の
影
響
で
来
年

度
に
ず
れ
込
み
」

令
和
３
年
度
補
正
予
算

・
一
般
会
計
、
７
特
別
会
計
の

審
査

「
地
方
交
付
税
の
増
額
、
新
型

コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
事
業

の
他
、
各
事
業
の
進
捗
に
伴

う
も
の
」

人
事
案
件

・
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に

同
意

　

★
柿
崎　

完な
る
み美

氏
（
肘
折
）

　

新
任

請
願
の
審
査

▼
消
費
税
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の

実
施
延
期
に
つ
い
て
の
請
願

請
願
者
：
新
庄
市
金
沢

新
庄
民
主
商
工
会　
安
食
輝
敏

　
「
中
小
事
業
者
に
負
担
が
大

き
く
か
か
る
こ
の
制
度
の
23

年
10
月
か
ら
の
実
施
の
延
期

を
求
め
る
も
の
」

審
査
結
果
：
採
択

　
　
中
小
事
業
者
の
多
い
本
村

で
は
免
税
事
業
者
が
ほ
と
ん

ど
で
あ
り
、
イ
ン
ボ
イ
ス
制

度
導
入
に
よ
る
影
響
が
不
明

で
、
制
度
の
理
解
も
進
ん
で

い
な
い
今
の
状
況
で
は
時
期

尚
早
で
あ
り
、
実
施
延
期
が

必
要
と
判
断
。

意
見
書
の
提
出

◆
消
費
税
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の

実
施
延
期
に
つ
い
て

　

内
容
：
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の

導
入
延
期
を
求
め
る
意
見
書

を
国
に
対
し
提
出
。

9
月
定
例
会

9
月
定
例
会

　

令
和
３
年
度
決
算
審
査
を
中
心
と
す
る
９
月
定
例
会
が
、

９
月
６
日
か
ら
９
日
の
４
日
間
の
会
期
で
行
わ
れ
、
令
和
３
年

度
の
一
般
会
計
・
特
別
会
計
（
８
会
計
）
の
決
算
審
査
の
他
、

令
和
４
年
度
補
正
予
算
（
７
会
計
）、
条
例
の
改
正
等
を
審
議
・

可
決
。
議
案
審
議
に
先
立
ち
５
名
の
一
般
質
問
が
行
わ
れ
、
加

藤
村
長
の
来
春
の
改
選
に
対
し
て
の
所
信
・
介
護
保
険
任
意
事

業
等
に
関
し
、
議
論
を
交
え
ま
し
た
。

一
般
会
計

歳
入

問　

村
営
住
宅
使
用
料
の
長
期

滞
納
者
へ
の
対
応
は
。

答　

郵
送
や
電
話
等
で
督
促
行

動
を
取
っ
て
い
る
。
今
後
自

宅
等
の
訪
問
を
実
施
し
て
い

く
。

問　

村
民
税
の
滞
納
に
つ
い
て
、

長
期
滞
納
者
へ
の
対
応
は
。

答　

長
期
滞
納
者
が
い
る
の
は

事
実
だ
が
、
新
た
に
滞
納
が

増
え
な
い
よ
う
に
し
て
い
る
。

長
期
滞
納
者
に
は
「
分
割
納

付
」
で
対
応
し
て
い
る
。

歳
出

問　

カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
の
設
置
は

ど
の
様
に
決
め
て
い
る
の
か
。

答　

交
通
安
全
協
会
と
協
議

し
て
い
る
。
令
和
3
年
度
は
、

清
水
地
区
2
か
所
で
更
新
を

し
た
。「
新
設
」
に
つ
い
て

は
村
危
機
管
理
室
に
直
接
相

談
し
て
も
ら
い
た
い
。

問　

ワ
ク
チ
ン
接
種
関
係
の
予

算
は
。

答　

全
て
国
の
予
算
で
。

問　

村
土
地
改
良
区
補
助
金
の

内
容
。

答　

令
和
3
年
度
は
3
0
0

万
円
だ
が
、
令
和
4
年
度
は
、

1
5
0
万
円
と
段
階
的
に
廃

止
し
て
ゆ
く
見
込
み
。

問　

肘
折
温
泉
郷
誘
客
促
進
事

業
委
託
料
の
内
容
と
効
果
は
。

答　

宿
泊
料
の
割
引
や
お
土
産

代
の
補
助
で
2
0
0
0
人
を

誘
客
。
リ
ピ
ー
タ
ー
の
確
保

に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
。

問　

業
者
に
委
託
し
て
い
る
除

排
雪
で
、
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
や

道
路
の
破
損
が
目
立
つ
。
そ

の
点
を
業
者
に
指
摘
す
べ
き

で
は
。

答　

除
排
雪
で
の
破
損
に
つ
い

て
は
、
当
該
業
者
に
修
理
を

求
め
て
い
る
。。

問　

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
住
民

へ
の
周
知
方
法
は
。

答　

大
き
な
変
更
が
あ
っ
た
場

合
は
「
紙
媒
体
」
で
周
知
し
、

軽
微
な
変
更
は
村
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
や
防
災
ア
プ
リ
「
く

ら
っ
ち
」
で
周
知
し
て
い
る
。

問　

村
内
の
防
災
士
の
状
況
は
。

答　

役
場
関
係
で
4
名
、
村
全

体
で
は
そ
の
4
名
も
含
め
8

名
程
度
と
認
識
し
て
い
る
。

問　

元
気
な
学
校
づ
く
り
支
援

事
業
補
助
金
の
内
容
は
。

答　

「
大
蔵
っ
子
ふ
る
さ
と
体

験
事
業
」、「
学
力
ア
ッ
プ
事

業
」、「
美
し
い
村
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
な
ど
に
使
わ
れ
て
い

る
。

問　

教
育
支
援
ソ
フ
ト
ラ
イ
セ

ン
ス
使
用
料
の
内
容
は
。

答　

一
人
一
台
の
タ
ブ
レ
ッ
ト

を
使
い
高
学
年
で
は
「
調
べ

学
習
」
と
し
て
使
っ
て
い
る
。

ま
た
「
電
子
黒
板
」
と
も
連

動
し
て
授
業
を
行
っ
て
い
る
。

特
別
会
計

問　

水
道
料
金
未
払
い
者
へ
の

対
応
は
。

答　

滞
納
者
に
、
支
払
い
に
関

し
て
の
誓
約
を
求
め
て
い
る
。

又
、
納
付
状
況
に
よ
り
、
給

水
停
止
措
置
も
あ
り
得
る
。

問　

診
療
所
収
入
の
中
の
「
そ

の
他
の
診
療
収
入
」
の
内
訳

は
。

答　

実
費
負
担
の
他
、
新
型
コ

ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
委
託

料
、
予
防
接
種
料
等
。

問　

診
療
所
の
備
品
購
入
の
内

容
は
。

答　

医
科
は
、
口
か
ら
の
内

視
鏡
や
大
腸
カ
メ
ラ
の
購
入
、

感
染
症
対
策
備
品
。
歯
科
は
、

感
染
症
対
策
備
品
、
治
療
の

た
め
の
備
品
。

問　

介
護
保
険
料
の
不
納
欠
損

の
人
数
と
対
策
は
。

答　

6
人
分
が
不
納
欠
損
。
徴

収
の
努
力
は
し
て
い
る
が
、

ど
う
し
て
も
不
納
欠
損
に
な

る
場
合
が
あ
る
。

問　

令
和
2
年
度
と
、
3
年
度

で
の
村
内
の
後
期
高
齢
者
の

数
は
。

答　

令
和
2
年
度
が
6
5
2
名
。

令
和
3
年
度
が
6
3
5
名
で

17
名
減
少
し
て
い
る
。

一
般
質
問

議
案
審
議
に
先
立
ち

５
名
の
議
員
が
一
般
質
問

★
佐
藤
　
　
勝 

議
員 

「
名
誉
村
民
の
推
薦
に
思
う
」

  

��
�
�
�
�
�
�
�
�
�
Ｐ
４

★
佐
藤
　
雅
之 

議
員

「
紙
お
む
つ
支
給
な
ど
、
介
護
保

険
任
意
事
業
の
継
続
を
」�Ｐ
５

★
長
南
　
正
一 

議
員

「
来
春
の
村
長
選
、
そ
の
所
信
を

問
う
、
他
1
問
」��
�
�
Ｐ
６

★
早
坂
　
民
奈 

議
員

「
保
育
所
園
庭
と
遊
具
の
拡
充

を
」��
�
�
�
�
�
�
�
Ｐ
７

★
海
藤
　
邦
夫 

議
員

「
子
育
て
支
援
住
宅
の
入
居
を
中

学
校
卒
業
ま
で
と
し
て
は
」

　
　
�
�
�
�
�
�
�
�
�
Ｐ
８



一 般 　 質 問一 般 　 質 問

おおくら  議会だより　第133号 おおくら  議会だより　第133号5 4

一
般
質
問

自
体
を
廃
止
す
る
考
え
も

あ
る
の
か
。

答
１　

村
長　

平
成
27
年
度
の

介
護
保
険
法
改
正
で
、
紙
お
む

つ
支
援
事
業
は
、
原
則
廃
止
に

な
っ
た
が
、
例
外
的
に
当
分
の

間
実
施
し
て
も
差
し
支
え
な
い

も
の
と
さ
れ
た
。
平
成
30
年
度

に
は
低
所
得
世
帯
に
配
慮
し
な

が
ら
事
業
を
廃
止
・
縮
小
を
検

討
す
る
こ
と
を
要
件
と
さ
れ
、

令
和
3
年
度
改
正
で
は
本
人

が
住
民
税
課
税
の
場
合
は
対
象

外
と
な
っ
た
り
、
住
民
税
課
税

世
帯
の
場
合
は
年
間
6
万
円
限

度
と
な
っ
た
り
し
て
支
給
条
件

が
改
正
さ
れ
現
在
に
至
っ
て
い

る
。
質
問
①
に
つ
い
て
は
、
紙

お
む
つ
支
援
事
業
と
い
う
直
接

的
な
表
現
で
は
な
く
、
今
後
の

介
護
保
険
制
度
の
改
正
に
あ
わ

せ
様
々
な
角
度
か
ら
検
証
し
て
、

村
あ
る
い
は
県
市
町
村
会
と
歩

調
を
合
わ
せ
て
意
見
を
述
べ
て

ゆ
く
。
質
問
②
に
つ
い
て
は
、

現
段
階
で
は
当
面
、
一
般
財
源

事
業
と
し
て
現
状
の
事
業
を
実

施
し
て
ゆ
く
。
質
問
③
に
つ
い

紙
お
む
つ
支
給
の
継
続
を

村　

長  

一
般
財
源
で
実
施
し
、検
証

佐
藤
　
雅
之 

議
員

問
１　

介
護
保
険
地
域
支
援
事

業
の
中
に
は
自
治
体
独
自
の
判

断
で
お
こ
な
う
、「
任
意
事
業
」

が
あ
る
。「
家
族
介
護
」
の
支

援
を
目
的
に
村
で
は
、「
紙
お

む
つ
支
給
事
業
」
や
「
寝
た
き

り
老
人
等
介
護
手
当
事
業
」
を

お
こ
な
っ
て
き
た
。
国
は
、
令

和
6
年
度
か
ら
紙
お
む
つ
支
給

事
業
を
介
護
保
険
任
意
事
業
か

ら
完
全
に
外
そ
う
と
し
て
い
る
。

令
和
4
年
度
か
ら
「
寝
た
き
り

老
人
等
介
護
手
当
事
業
」
が
既

に
全
額
村
負
担
の
一
般
会
計
に

移
管
さ
れ
た
。
紙
お
む
つ
支
給

も
同
様
に
国
や
県
の
財
政
負
担

が
な
く
な
る
、
村
の
一
般
会
計

に
負
担
を
求
め
よ
う
と
し
て
い

る
。
こ
の
よ
う
な
国
の
制
度
改

悪
に
は
納
得
で
き
な
い
。
次
の

点
を
質
問
す
る
。

①
村
と
し
て
従
来
の
制
度
の
継

続
を
国
に
求
め
る
考
え
は

な
い
か
。

②
仮
に
紙
お
む
つ
支
給
事
業
な

ど
が
介
護
保
険
か
ら
除
外

さ
れ
た
場
合
、
村
と
し
て
一

般
会
計
か
ら
全
額
支
出
し

て
で
も
事
業
そ
の
も
の
は

存
続
し
て
ゆ
く
と
明
言
で

き
る
か
。

③
そ
れ
と
も
こ
れ
を
機
に
事
業

て
は
、
今
後
の
国
の
介
護
保
険

制
度
の
改
正
や
村
の
財
政
状
況

な
ど
を
様
々
な
角
度
か
ら
検
証

し
、
事
業
の
見
直
し
や
廃
止
も

検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

問
2　

介
護
保
険
任
意
事
業
は

市
町
村
に
裁
量
が
あ
る
「
自
治

事
務
」
と
の
こ
と
。
国
が
あ
ま

り
に
も
地
方
の
事
務
に
関
与
し

て
き
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

次
期
の
介
護
保
険
制
度
の
見
直

し
で
は
、
従
来
介
護
保
険
サ
ー

ビ
ス
の
事
業
で
あ
っ
た
要
介
護

1
，
2
を
地
域
の
総
合
支
援
事

業
へ
移
行
し
た
り
、
自
己
負
担

割
合
を
2
割
に
引
き
上
げ
た
り
、

さ
ら
に
は
ケ
ア
プ
ラ
ン
の
有
料

化
も
検
討
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ

ら
の
制
度
改
悪
に
も
地
方
か
ら

意
見
を
言
う
べ
き
で
は
な
い
か
。

佐
藤
　
　
勝 

議
員

問
１　

名
誉
村
民
に
認
定
さ
れ

る
に
は
、
名
誉
村
民
条
例
が
あ

り
、「
本
村
の
住
民
及
び
本
村

に
縁
故
の
深
い
者
で
社
会
及
び

文
化
の
興
隆
に
貢
献
し
た
者
に

対
し
、
そ
の
功
績
に
栄
誉
を
称

え
る
」
と
あ
る
。

　

日
光
東
照
宮
が
世
界
遺
産
に

登
録
さ
れ
、
全
て
の
重
要
文
化

財
の
修
理
塗
り
替
え
が
行
わ
れ

た
。
そ
の
文
化
財
の
永
久
的
な

保
護
活
動
に
尽
力
さ
れ
て
い
る

職
人
が
沼
の
台
出
身
の
「
佐
藤

則
武
氏
」
で
あ
る
。
世
界
が
注

目
す
る
東
照
宮
を
は
じ
め
、
日

本
中
の
重
要
文
化
財
保
存
や
修

理
の
責
任
者
と
し
て
携
わ
っ
て

い
る
実
績
と
功
績
は
村
民
の
誇

り
で
あ
り
、
目
的
を
持
っ
て
努

力
を
す
れ
ば
出
来
な
い
事
は
無

い
と
言
う
認
識
と
希
望
を
村
民

に
持
っ
て
頂
く
為
に
、
多
額
の

寄
付
金
等
は
な
く
て
も
多
方
面

か
ら
の
貢
献
を
考
え
た
と
き
、

名
誉
村
民
認
定
す
る
に
値
す
る

と
思
う
が
？

答
１　

沼
の
台
出
身
で
あ
る

「
佐
藤
則
武
」
さ
ん
が
、
国
の

文
化
審
議
会
に
お
い
て
、
文
化

財
を
支
え
る
伝
統
の
名
匠
で
あ

名
誉
村
民
の
推
薦
に
思
う

村
長  

方
法
を
検
討
し
栄
誉
を
称
え

た
い

る
選
定
保
存
技
術
「
建
造
物
漆

塗
」
の
技
術
保
持
者
に
認
定
さ

れ
た
事
は
大
変
誇
ら
し
く
思
い

ま
す
。

　

現
在
、
日
光
社
寺
文
化
財
保

存
会
の
漆
塗
管
理
技
術
者
と
し

て
重
要
文
化
財
の
工
事
や
調
査

に
携
わ
り
、
失
わ
れ
た
技
法
を

調
査
し
そ
の
技
術
の
普
及
や
後

継
者
育
成
に
努
力
し
て
い
る
事

に
敬
意
を
表
す
と
共
に
何
ら
か

の
形
で
そ
の
功
績
を
称
え
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

問
２　

過
去
に
名
誉
村
民
に
な

ら
れ
た
方
々
は
村
に
対
し
て
多

額
の
寄
付
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。

必
ず
し
も
寄
付
だ
け
で
は
な
く
、

各
方
面
か
ら
村
に
対
す
る
功
績

も
評
価
す
べ
き
で
は
な
い
か
？

答
２　

今
回
の
質
問
を
機
に
各

分
野
で
活
躍
し
て
い
る
村
内
出

身
者
へ
の
顕け

ん
し
ょ
う彰

等
の
在
り
方
に

つ
い
て
検
討
し
ま
す
。

問
３　

こ
の
件
に
つ
き
、
村
と

し
て
「
県
民
栄
誉
賞
」
に
推
薦

し
て
も
よ
い
の
で
は
な
い
か
と

思
う
が
？

答
３　

一
概
に
は
言
え
な
い
が
、

県
や
総
合
支
庁
の
意
見
を
聞
き

な
が
ら
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

一
般
質
問
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問　

村
の
行
政
も
限
ら
れ
た
予

算
で
、
い
か
に
村
民
か
ら
安
心

と
信
頼
を
得
ら
れ
る
か
、
真
に

正
念
場
で
あ
り
、
ま
た
村
内
人

口
が
、
３
０
０
０
人
を
割
っ
た

現
在
、
役
場
庁
舎
の
新
築
移
転

の
大
事
業
も
喫
緊
の
課
題
だ
。

優
れ
た
指
導
力
で
村
民
の
心
を

一
つ
に
ま
と
め
て
、
喫
緊
の
諸

課
題
実
現
の
た
め
、
村
長
の
任

期
も
残
す
と
こ
ろ
７
ヶ
月
と
迫

り
、
今
後
の
大
蔵
村
の
方
向
性

を
示
す
為
に
も
こ
の
時
期
に
所

信
表
明
を
行
い
、
村
民
に
選
択

の
機
会
を
持
っ
て
頂
く
こ
と
が

肝
要
。
今
後
の
行
政
運
営
に
か

け
る
村
長
の
思
い
を
伺
う
。

答　

村
長
就
任
以
来
、
一
貫
し

て
村
政
運
営
に
お
け
る
基
本
姿

勢
と
し
て
、「
直
接
対
話
に
よ

る
住
民
総
参
加
の
村
政
」
を
掲

げ
、「
生
活
の
質
的
向
上
・
真

の
豊
か
さ
を
求
め
る
」
こ
と
に

意
を
配
し
、
人
材
の
育
成
、
産

業
の
振
興
、
福
祉
の
充
実
と
生

活
環
境
の
整
備
の
3
点
を
重
点

と
し
て
取
組
ん
で
来
ま
し
た
。

少
子
高
齢
化
を
は
じ
め
、
安
心

安
全
な
村
の
実
現
の
た
め
災
害

発
生
時
の
拠
点
と
な
る
役
場
庁

舎
の
建
設
事
業
、
農
業
基
盤
整

備
の
さ
ら
な
る
推
進
な
ど
の
大

問　

去
る
8
月
11
日
、
村
内
に

お
い
て
交
通
死
亡
事
故
が
発
生

し
、
連
続
交
通
死
亡
事
故
ゼ

ロ
７
6
2
１
日
を
積
み
上
げ
、

8
０
０
０
日
を
目
指
し
て
安
全

活
動
を
展
開
し
て
お
り
残
念
で

な
り
ま
せ
ん
。
一
か
ら
の
出
直

し
に
な
り
ま
す
が
大
蔵
村
交
通

安
全
推
進
協
議
会
の
強
力
な
指

導
の
下
、
全
組
織
を
挙
げ
て
村

民
の
交
通
安
全
に
対
す
る
意
識

向
上
を
図
り
、
よ
り
充
実
し
た

運
動
の
取
り
組
み
を
ど
う
図
っ

て
い
く
か
、
推
進
協
議
会
の
会

長
で
も
あ
る
村
長
に
そ
の
意
と

す
る
と
こ
ろ
を
伺
う
。

答　

今
回
の
死
亡
事
故
を
機
に
、

村
で
は
9
月
15
日
に
交
通
安
全

推
進
協
議
会
を
開
催
し
、
交
通

安
全
運
動
に
あ
た
ら
れ
る
各
団

体
か
ら
い
ろ
い
ろ
な
ご
意
見
を

頂
く
と
と
も
に
、
こ
れ
か
ら
の

活
動
に
関
す
る
計
画
を
策
定
す

る
予
定
。
協
議
会
に
お
け
る
協

議
事
項
に
つ
い
て
は
、
広
報
な

ど
を
通
じ
、
村
民
に
広
く
報
告

し
、
村
民
一
人
ひ
と
り
の
交
通

安
全
に
対
す
る
意
識
の
高
揚
を

図
っ
て
行
く
。「
交
通
死
亡
事

故
ゼ
ロ
」
の
記
録
は
7
6
2
1

日
で
途
切
れ
ま
し
た
が
、
村
民

が
事
故
な
く
、
平
穏
か
つ
無
事

に
暮
ら
す
こ
と
は
、
村
に
と
っ

て
最
も
大
切
な
こ
と
で
、
こ
れ

か
ら
も
本
村
に
お
け
る
様
々
な

交
通
安
全
事
業
を
通
し
て
、
交

通
事
故
の
撲
滅
に
努
め
て
い
き

ま
す
。

型
事
業
や
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
に
よ
り
疲
弊
し
た
地
域
経

済
の
立
て
直
し
、
農
業
・
観
光

業
の
稼
げ
る
産
業
へ
の
育
成
な

ど
、
住
民
生
活
を
考
え
る
と
解

決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
多
く

の
課
題
が
あ
り
ま
す
。
そ
う
し

た
課
題
を
少
し
で
も
解
決
し
、

「
生
活
の
質
的
向
上
・
真
の
豊

か
さ
を
求
め
る
」
と
い
う
目
標

を
達
成
し
、
村
民
の
方
々
に
と

っ
て
「
か
け
が
え
の
な
い
唯
一

無
二
の
村
」「
オ
ン
リ
ー
ワ
ン

の
村
」
を
作
り
上
げ
る
こ
と
を

来
春
の
統
一
地
方
選
挙
に
望
む

私
の
心
境
と
し
て
、
五
選
を
目

指
す
覚
悟
を
固
め
た
と
こ
ろ
で

す
。

一
般
質
問

長
南
　
正
一 

議
員

来
春
の
村
長
選
、そ
の
所
信
を
問
う

村
長  

五
選
を
目
指
す

交
通
安
全
活
動
の
更
な
る
充
実
を

村
長  

交
通
事
故
の
撲
滅
に
努
め
る

早
坂
　
民
奈 

議
員

う
か
。
将
来
の
子
ど
も
達
の
た

め
に
前
向
き
に
検
討
し
て
頂
き

た
い
。

答
１　

老
朽
化
と
雪
に
よ
る
破

損
が
著
し
い
遊
具
の
撤
去
を
行

っ
た
。
新
し
い
遊
具
に
つ
い
て

は
す
ぐ
に
降
雪
期
を
迎
え
る
た

め
来
年
度
以
降
整
備
す
る
。
園

庭
の
拡
充
は
バ
ッ
ク
が
苦
手
な

方
も
い
る
が
、
外
出
先
で
も
前

か
ら
入
れ
て
も
、
後
ろ
向
き
に

出
て
こ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場

所
も
多
い
。
ど
の
よ
う
に
駐
車

す
る
か
と
は
あ
る
が
、
周
り
の

状
況
に
気
を
つ
け
て
お
願
い
す

る
。

　

現
在
も
休
み
の
日
に
は
地
域

の
子
ど
も
達
が
遊
び
に
来
て
お

り
、
今
後
も
利
用
し
て
頂
い
て

構
わ
な
い
。

問
２　

家
庭
で
は
走
り
回
っ
た

り
、
高
い
所
に
登
っ
た
り
は
出

来
に
く
い
、
だ
か
ら
こ
そ
体
全

体
を
使
っ
て
遊
べ
る
の
が
保
育

所
で
は
な
い
か
。
遊
具
が
整
備

さ
れ
る
の
は
良
か
っ
た
が
、
設

置
場
所
を
ど
の
よ
う
に
す
る
の

か
。
又
、
安
全
面
か
ら
バ
ッ
ク

で
の
停
車
よ
り
前
進
し
て
の
停

車
を
、
ス
ー
パ
ー
等
の
駐
車
場

と
は
違
う
。
そ
の
た
め
に
は
園

庭
の
拡
充
と
質
問
し
た
が
隣
地

に
つ
い
て
は
ど
う
か

答
２　

遊
具
等
の
種
類
や
場
所

も
検
討
す
る
。
安
全
面
に
つ
い

て
は
家
庭
で
教
え
る
し
つ
け
を
、

保
育
所
に
求
め
る
の
で
は
な
く
、

保
護
者
が
玄
関
ま
で
子
供
を
連

れ
て
行
き
、
お
互
い
気
を
つ
け

て
頂
き
た
い
。
隣
地
に
つ
い
て

は
庁
舎
建
設
に
伴
い
、
新
し
い

保
育
所
を
し
か
る
べ
き
時
期
に

建
設
す
る
ま
で
我
慢
し
て
頂
き

た
い
。

　

昭
和
58
年
度
に
建
設
し
40
年

が
経
と
う
と
し
て
い
る
。
当
面

は
現
状
の
保
育
事
業
を
継
続
実

施
し
て
い
く
。

問
１　

先
日
保
育
所
遊
具
の
撤

去
工
事
が
行
わ
れ
た
が
、
新
し

い
遊
具
の
設
置
は
無
い
と
の
事

で
あ
っ
た
。
外
の
遊
具
は
滑
り

台
と
ブ
ラ
ン
コ
が
あ
る
が
、
使

用
出
来
な
い
よ
う
に
な
っ
て
い

る
。
夏
は
プ
ー
ル
遊
び
、
こ
れ

か
ら
は
運
動
会
の
練
習
と
外
遊

び
は
し
て
い
な
い
。
し
か
し
平

衡
感
覚
を
養
っ
た
り
、
ダ
イ
ナ

ミ
ッ
ク
な
体
を
使
っ
た
遊
び
が

出
来
る
の
が
保
育
所
の
利
点
の

一
つ
で
は
な
い
か
。
雪
問
題
も

あ
る
だ
ろ
う
が
、
よ
く
考
え
て

欲
し
い
。
次
に
園
庭
に
つ
い

て
、
毎
日
の
送
迎
で
一
度
バ
ッ

ク
し
て
停
車
し
な
け
れ
ば
な
ら

ず
、
特
に
朝
は
出
勤
を
控
え
た

保
護
者
で
渋
滞
も
起
こ
っ
て
い

る
。
ま
た
、
祖
父
母
の
運
転
で

バ
ッ
ク
が
苦
手
な
人
も
お
り
前

進
の
み
で
停
車
す
る
に
は
園
庭

を
使
う
し
か
な
い
。
事
故
を
防

ぐ
た
め
に
も
広
げ
て
は
ど
う
か
。

隣
地
の
農
地
が
ほ
ぼ
耕
作
し
て

お
ら
ず
好
適
で
は
な
い
か
。
以

前
よ
り
村
に
遊
び
場
が
欲
し
い

と
質
問
し
て
お
り
、
少
子
化
で

子
ど
も
の
数
は
少
な
く
な
っ
て

い
る
が
、
保
育
園
児
だ
け
の
遊

び
場
で
は
な
く
、
地
域
の
子
ど

も
達
も
使
え
る
公
園
と
し
て
ど

保
育
所
園
庭
と
遊
具
の
拡
充
を

村
長  

遊
具
の
整
備
を
考
え
て
い
く

大蔵保育所園庭

一
般
質
問
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農
業
関
係
者
と
の

懇
談
会
を
開
催

　

昨
年
の
商
工
会
と
の
意
見
交
換
会

に
続
き
、
今
年
は
農
業
関
係
者
と
の

懇
談
会
を
8
月
1
日
に
行
い
ま
し
た
。

出
席
者
は
農
業
委
員
、
農
地
最
適
化

委
員
、
認
定
農
業
者
の
会
、
農
業
後

継
者
の
会
、
農
協
、
産
業
振
興
課
の

皆
さ
ん
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
、

立
場
で
本
村
の
農
業
全
般
の
課
題
に

つ
い
て
懇
談
し
、
次
の
よ
う
な
意
見

が
出
ま
し
た
。

＊
後
継
者
不
足
。
ほ
と
ん
ど
高
齢
者

が
従
事
し
て
お
り
今
後
ど
う
す

る
の
か
。

＊
ト
マ
ト
市
場
よ
り
、
今
の
倍
の
数

量
が
欲
し
い
と
言
わ
れ
た
が
、
対

応
で
き
な
い
。

＊
栽
培
面
積
を
多
く
し
た
い
が
人
手

の
確
保
が
大
変
。
就
農
希
望
者
の

発
掘
が
大
事
。

＊
子
ど
も
た
ち
の
意
見
と
し
て
将
来

農
業
を
や
る
か
と
い
う
と
、
や
ら

な
い
と
い
う
返
事
が
多
い
。

＊
ハ
ウ
ス
栽
培
は
10
ａ
あ
た
り
１
2

０
０
万
円
位
か
か
り
、
新
規
参
入

が
難
し
い
。

＊
農
業
の
法
人
化
に
つ
い
て
、
ト
マ

ト
栽
培
も
法
人
化
し
て
は
ど
う

か
。

＊
他
の
人
に
農
業
を
や
っ
て
も
ら
う

た
め
に
も
、
冬
期
間
の
仕
事
を
何

か
設
定
し
て
欲
し
い
。

＊
従
事
者
の
ほ
と
ん
ど
が
70
歳
以
上
。

限
界
に
近
い
。

＊
雇
用
者
を
増
や
し
、
家
内
労
働
か

ら
抜
け
出
す
。

＊
ハ
ウ
ス
の
価
格
が
上
が
っ
た
た
め
、

新
規
就
農
者
に
は
負
担
が
多
い

の
で
は
な
い
か
。

＊
畑
地
化
利
用
の
品
目
開
発
推
進

行
政
側
か
ら
は

　

Ｊ
Ａ
の
話
か
ら
、
米
5
億
、
園
芸

8
億
、
畜
産
1
億
切
り
、
転
作
関
係

で
約
1
億
で
あ
る
。
水
張
面
積
の
件

で
は
、
中
山
間
地
域
と
平
場
の
格

差
。
地
す
べ
り
と
言
え
ば
中
山
間

地
、
水
上
が
り
と
言
え
ば
平
場
、
お

互
い
に
「
関
係
な
い
よ
」
と
い
う
考

え
は
ど
う
か
と
思
う
。
村
全
体
で
農

業
生
産
額
は
15
億
円
。
中
山
間
地
域

が
約
半
分
を
占
め
て
お
り
、
中
山
間

産
業
建
設
常
任
委
員
会
報
告 

早
坂
民
奈
委
員
長

地
域
が
村
の
農
業
に
対
し
て
、
ど
う

い
う
影
響
が
出
て
来
る
か
。
そ
も
そ

も
農
業
、
農
地
よ
り
も
集
落
機
能
の

問
題
で
あ
り
、
崩
壊
に
繋
が
る
こ
と

な
の
で
、
農
業
だ
け
議
論
し
て
も
立

ち
い
か
な
い
。
今
後
中
山
間
地
域
に

人
が
ど
の
く
ら
い
残
る
の
か
、
5
年

後
、
10
年
後
に
ど
れ
だ
け
の
人
が
住

み
続
け
る
事
が
出
来
る
の
か
と
い
う

こ
と
か
ら
始
め
な
い
と
、
農
業
が
ど

う
だ
、
田
を
耕
す
こ
と
が
出
来
な
い

の
問
題
で
は
な
い
。
農
業
振
興
だ
け

で
な
く
、
村
を
今
後
ど
う
し
て
い
く

の
か
を
、
村
民
全
体
で
考
え
て
頂
き

た
い
。
人
は
い
な
く
な
る
、
田
ん
ぼ
、

道
路
、
廃
屋
は
残
る
。
こ
れ
は
大
変

な
事
で
あ
る
。

　

平
場
で
は
基
盤
整
備
が
進
ん
で
い

る
。
総
事
業
費
の
10
パ
ー
セ
ン
ト
８

億
円
か
ら
9
億
円
を
村
が
負
担
し
て

い
る
が
、
中
山
間
の
お
蔭
で
作
付
け

出
来
て
い
る
。
そ
れ
が
無
い
と
平
場

の
３
５
０
ha
の
約
半
分
を
転
作
に
回

さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
地
域
の
実

情
に
あ
っ
た
補
助
事
業
を
国
・
県
に

要
望
し
て
頂
き
た
い
。
ま
た
、
勤
め

人
が
良
く
見
え
る
が
、
親
と
一
緒
に

暮
ら
し
て
い
る
か
ら
生
活
が
成
り
立

つ
。
農
業
は
勤
め
人
よ
り
収
入
が
あ

る
。
農
業
の
魅
力
を
ア
ピ
ー
ル
で
き

る
か
、
地
道
で
も
や
っ
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
夏
だ
け
で
な
く
冬

場
も
農
業
で
や
っ
て
い
け
る
よ
う
な

環
境
が
大
事
だ
と
思
う
。

委
員
会
か
ら

　

以
上
の
事
か
ら
、
農
業
問
題
だ
け

で
な
く
、
村
の
集
落
機
能
そ
の
も

の
の
問
題
が
深
く

関
わ
っ
て
い
る
こ

と
に
、
改
め
て
気

づ
か
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
も
村
の
諸
課

題
に
つ
い
て
研
修

を
重
ね
、
議
員
と

し
て
学
び
を
深
め

て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

委員会報告委員会報告委員会報告

海
藤
　
邦
夫 

議
員

子
育
て
支
援
住
宅
の
入
居
を

中
学
校
卒
業
ま
で
と
し
て
は

村
長  

入
居
者
資
格
は
変
更
し
な
い

問
１　

子
育
て
支
援
住
宅
は
、

末
子
が
小
学
校
を
卒
業
し
た
段

階
で
退
去
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
が
、
せ
め
て
義
務
教
育
を
終

え
る
中
学
校
卒
業
ま
で
延
ば
し

て
は
と
考
え
る
が
村
長
の
考
え

を
伺
い
た
い
。

答
１　

こ
れ
ま
で
幾
度
と
な
く

答
え
て
き
た
が
、
小
学
校
卒
業

ま
で
と
し
て
い
る
意
図
は
、
中

学
校
卒
業
ま
で
を
入
居
資
格
と

し
た
場
合
、
高
校
進
学
を
機
に

村
外
に
転
出
す
る
世
帯
が
多
く

な
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
こ
と

か
ら
、
こ
れ
を
防
ぎ
、
村
内
居

住
に
結
び
付
け
た
い
と
い
う
も

の
。
し
た
が
っ
て
、
今
後
も
現

在
の
入
居
者
資
格
に
つ
い
て
は

変
更
す
る
こ
と
な
く
継
続
し
て

い
く
。
た
だ
、
当
初
本
村
の
子

育
て
支
援
住
宅
は
画
期
的
な
施

策
だ
っ
た
が
、
現
在
は
各
町
村

で
も
同
様
な
住
宅
の
整
備
が
進

ん
で
い
る
。
条
件
の
良
い
と
こ

ろ
を
選
ん
で
居
住
し
て
い
る
状

況
も
あ
る
の
で
、
子
育
て
支
援

住
宅
の
在
り
方
や
定
住
環
境
の

整
備
に
つ
い
て
は
今
後
も
検
討

し
て
い
く
。
な
お
、
4
棟
目
の

子
育
て
支
援
住
宅
の
建
設
は
現

段
階
で
は
、
検
討
し
て
い
な
い
。

問
２　

子
育
て
住
宅
を
出
て
い

く
段
階
で
村
内
に
居
住
し
て
も

ら
う
体
制
を
村
は
取
っ
て
い
る

の
か
。

答
２　

令
和
元
年
に
子
育
て
支

援
住
宅
退
去
後
の
受
け
皿
と
し

て
造
成
し
た
合
海
定
住
促
進
団

地
は
、
7
区
画
を
分
譲
し
完
売

し
た
（
分
譲
当
時
）。
そ
の
う

ち
5
区
画
が
子
育
て
支
援
住
宅

に
入
居
し
て
い
た
世
帯
が
購
入

し
た
も
の
。
村
の
意
図
を
く
み

村
内
定
住
を
望
ん
で
い
る
入
居

世
帯
が
多
い
こ
と
の
証
。
今
後

も
合
海
定
住
団
地
に
代
わ
る
団

地
の
整
備
を
造
成
地
も
含
め
て

検
討
す
る
。

子育て支援住宅と宅地分譲地（合海地内）
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今
年
７
月
に
行
わ
れ
た
参
議
院
選
挙

期
間
中
、
村
内
各
地
を
遊
説
し
て
い
る

と
、
ひ
と
つ
の
光
景
に
気
づ
か
さ
れ
ま

し
た
。
今
ま
で
こ
の
辺
に
家
が
建
っ
て
い
た
よ
な
、

い
つ
の
ま
に
か
無
く
な
っ
て
い
る
こ
と
に
驚
か
さ

れ
た
。
近
年
の
異
常
気
象
や
災
害
、
高
齢
化
に
よ

る
も
の
な
の
か
一
概
に
確
定
出
来
な
い
が
、
私
の

住
む
地
域
で
も
住
宅
・
小
屋
の
解
体
が
目
立
つ
よ

う
に
な
り
空
き
地
が
増
え
て
き
て
い
ま
す
。

　

こ
の
村
で
は
10
数
年
前
と
比
べ
商
店
も
数
え
る

程
に
な
り
、
老
後
の
心
配
・
雪
、
現
在
の
世
界
情

勢
の
変
化
に
よ
り
農
業
情
勢
も
急
変
し
、
こ
の
村

で
の
糧
を
得
る
難
し
さ
が
、
人
口
減
少
に
一
層
拍

車
が
か
か
る
の
で
は
と
懸
念
し
つ
つ
も
、
多
く
の

方
々
は
こ
の
村
で
生
ま
れ
、
終
の
住
処
と
考
え
て

い
る
と
思
う
。
住
民
が
村
か
ら
居
な
く
な
る
事
へ

の
関
心
を
強
く
し
、
地
域
で
の
内
水
災
害
に
つ
い

て
も
、
現
在
の
技
術
・
知
恵
を
出
し
、
萱
野
の
村

道
拡
幅
工
事
も
順
調
に
進
み
完
成
も
間
近
で
す
。

昨
今
頻
繁
に
発
生
す
る
豪
雨
災
害
が
い
つ
起
き
て

も
お
か
し
く
な
い
現
状
で
、
遠
く
な
い
将
来
住
民

の
高
台
移
転
を
考
え
、
高
齢
者
に
も
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
、
共
同
住
宅
の
整
備
が
喫
緊
の
課
題
で
す
。

サ
イ
レ
ン
ト
移
住
者
を
と
ど
め
置
く
、
魅
力
的
で

安
心
な
都
市
作
り
が
必
要
。　
（
斉
藤
光
雄
）

ウクライナの国ウクライナの国
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ひまわり畑
　先日、映画「ひまわり」を久しぶりに観ました。主演
のソフィアローレンが行方不明の夫を探しながら途方に
暮れ、戦争の犠牲になった多くの兵士たちが眠っている
と聞いた果てしなく広がる向日葵畑の中をさまよう。こ
の映画の屈指の名シーン。その撮影場所が実はウクライ
ナだったのです。

ボルシチ
　東欧や北欧の料理として有名な「ボルシチ」は実はウクライナ発祥
の伝統料理です。豚肉をベースに赤い色の元になる栄養豊富なビーツ、
野菜などを煮込んだ温かいスープ。そして「ヨーロッパのパンかご」
という異名を持つほどの世界有数の穀倉地帯ですから、主食は当然パ
ン、となる訳です。寒くなってきたらぜひ試してみたいですね。

民　話
　子供たちや孫に読み聞かせる本の中に「てぶくろ」と言う絵本があ
りませんか。ウクライナに古くから伝わる民話です。おじいさんが落
とした手袋にネズミが住み込み、これをきっかけにカエルやウサギ、
キツネやクマなどあらゆる動物が次々と仲間入り～という夢の膨ら
む楽しい物語です。
　その本が、実はソビエト連邦時代で検閲の厳しい中、戦争という時
代を生き抜いてきた絵本作家（ラチョフ）の平和への祈りと願いから
生まれたものと言われています。

いつになったら、ウクライナに平和な日々が戻るのでしょうか。




